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新春 公開講演会のおしらせ
麻
あ さ

木
ぎ

 久
く

仁
に

子
こ

 氏
タレント
温活指導士

2024 年 2 月 6 日（火）　14：00 〜 15：30
ホテルニュー長崎 ３階 鳳凰閣

人生１００年時代、テーマ

日　時

会　場

公益社団法人 長崎法人会 青年部会

お申し込みは
こちらからどうぞ

入場無料

400名
会員以外の方もご来場を
お待ちしております。

定
員

〈先着順〉

　一生元気で生きるために
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長崎税務署
　　署長 尼  崎  和  朗

公益社団法人長崎法人会
　　会長 森    拓 二 郎

　明けましておめでとうございます。会員の皆様に
おかれましては、輝かしい新年をお迎えになられた
ことと心よりお慶び申し上げます。
　昨年度は新型コロナ対応が落ち着いてきた中、事
業につきましては、通常の事業展開に戻り、従来通
りの研修会・講演会を実施することが出来ました。
　このような環境の中で、昨年に続きハイブリット
型（対面とWeb の組み合わせ）説明会の開催を継
続して行うなど、会員の利便性にも配慮した取り組
みを行ってまいりました。
　昨年は九州北部税理士会長崎支部が発足 50周年
を迎え、税を考える週間に合わせて記念講演会が行
われました。長崎法人会は共催ということで参画致
しました。また、将来を担う子どもたちを対象とし
た女性部会が担当する「税に関する絵はがきコン
クール」、青年部会が担当する「租税教室」や社会
貢献活動として「自衛隊大村の社会科見学活動」を
実施しております。実施に際しご協力いただきまし
た学校関係者ほか多くの皆様に深く感謝申し上げ
ます。
　今後とも皆様に安心して研修会・講演会に参加い
ただけるよう安全面・健康面を考慮した規模・方式
での開催を継続してまいります。新しい生活様式の
もと安心な環境への速やかな回復を祈っております。
　全国法人会総連合としても「税のオピニオンリー
ダー」として、地域経済と雇用の担い手である中小
企業の厳しい現状を踏まえ、事業を継続するために
必要な支援策や税制措置を講じることを求める「税
制改正に関する提言」を政府・政党・関係省庁はじ
め国会議員、地方自治体等に行っております。
　改めまして、会員の皆様のご尽力と長崎県はじめ
関係市町、税務当局ならびに友誼団体のご支援ご協
力に厚く感謝申し上げますとともに、新たな年が皆
様方にとりまして更なる飛躍の年となりますこと
を祈念いたしまして新年の挨拶とさせていただき
ます。

　新年あけましておめでとうございます。
　令和６年の新年を迎えるに当たり、謹んで新年の
ご挨拶を申し上げます。
　旧年中は、森会長をはじめ、役員並びに会員の皆
様には、税のオピニオンリーダーとして税務行政全
般にわたり深いご理解と格別のご協力を賜り厚く
お礼申し上げます。
　ここ数年、猛威を振るっていました新型コロナウ
イルス感染症の影響もあり、あらゆる活動が制約を
受ける状況ではございましたが、貴会の皆様にお
かれましては、講演会や研修会の開催をはじめ青年
部・女性部会を中心とした、税に関する資料の街頭
配布、小学生を対象とした「税に関する絵はがきコ
ンクール」の開催、「租税教室」への講師派遣、年
末調整説明会の開催など、様々な納税意識の高揚を
目的とする事業及び社会貢献活動にも継続して取り
組んでいただいていることに深く敬意を表する次第
です。
　さて、昨年 10月 1日から消費税仕入税額控除の
「適格請求書等保存方式」、いわゆるインボイス制度
も開始されるなど、近年、税務行政を取り巻く環境
は大きく変化しています。
　また、間もなく税務署では令和５年分の所得税、
個人事業者の消費税及び贈与税の確定申告の時期を
迎えます。国税庁では、確定申告を含め、ｅ－Ｔａｘ
よる申告や「ダイレクト納付」の利用推進など、将
来的にあらゆる税務手続が税務署に行かずにできる
社会を目指しています。
　私どもといたしましては、国民の皆さまから信頼
される税務行政を実現するため、適正・公平な課税
に向けた取組を行ってまいりますが、私どもだけ
では限界があります。貴会の皆さまにおかれまして
は、今後とも、税務行政に対しまして、一層の御理
解と御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
　最後になりましたが、今年は辰年で昇竜飛天の年
とも言われます。新しい年が公益社団法人長崎法人
会並びに会員の皆様方にとりましても、昇り竜のよ
うに、力強く飛躍の年となりますよう祈念いたしま
して新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶

謹賀新年
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長崎市長
 鈴  木  史  朗

長崎県知事
 大  石  賢  吾

　新年明けましておめでとうございます。
　長崎法人会会長の森様をはじめ、同会会員の皆様
におかれましては、健やかに新春をお迎えのことと
お慶び申し上げます。
　昨年は、５月に新型コロナウイルス感染症の法律
上の位置付けが変更された後、同月、Ｇ７長崎保健
大臣会合の開催、９月に西九州新幹線の開業１周
年、10月に「長崎ヴェルカ」のＢ１昇格など、県内
に新たな賑わいがもたらされました。
　さらに、海外との交流におきましては、私も８月
にベトナムを訪問し、本県への人材支援を一層進め
ることを確認するなど、各国・地域との協力関係を
強化することができました。今後とも、本県との交
流がある国々の政府要人や経済界の方々と意見交
換を行い、交流促進に取り組んでまいります。
　今後、県内では大きなイベントも予定されていま
す。本年７月には北部九州４県での「全国高等学校
総合体育大会」、９月には国内唯一のシニア世代の
総合スポーツ大会「日本スポーツマスターズ２０２４
長崎大会」が県内 10市町を会場に開催される予定
です。さらに来年９月には「ながさきピース文化祭
２０２５」が開催されますので、多くの皆様に本県
へお越しいただけるよう、市町や関係団体と一体と
なって本県の魅力を発信してまいります。
　県では、県民の皆様が本県に誇りや未来への期待
感を持ち、本県が国内外に存在感を示していけるよ
う、「未来大国」をコンセプトとするビジョンの策定
を進めております。ビジョンにおいては、重点的に
取り組む分野ごとに、概ね10年後のありたい姿と、
その実現に向けた施策の方向性などをお示しする
こととしており、県民の皆様と一緒に、選ばれる「新
しい長崎県」を目指してまいります。
　結びに、本年が皆様にとりまして、輝かしい年と
なりますよう心からお祈り申し上げます。

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　森会長様をはじめ、長崎法人会の皆様方におかれ
ましては、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申
し上げます。
　また、会員法人に対する税知識の普及事業をはじ
め地域企業の健全な発展に資する事業などを実施
され、長崎市の経済の発展と税務行政の推進にご協
力を賜っておりますことに対し厚く御礼申し上げ
ます。
　昨年は、市民の皆様のご支持をいただき、４月に
長崎市長に就任して以降、市政の新たな舵取り役
として、市民の皆様の声に耳を傾け、「オール長崎」
の精神でまちづくりに取り組んでまいりました。
　就任直後の５月には、新型コロナウイルス感染症
による行動制限が緩和され、市民生活はもとより社
会経済活動においても以前の状態を少しずつ取り
戻してきましたが、物価上昇や円安傾向の影響もあ
り、法人会の皆様方におかれましてはご苦労が多い
一年ではなかったかと拝察いたします。
　今年の秋には、スタジアムやアリーナ、商業施設、
ホテルなどを備えた長崎スタジアムシティが開業
いたします。これまで整備してきた出島メッセ長崎
や長崎駅周辺の再開発などの新たなまちの基盤を
活用することで、新たに人、企業、投資を呼び込む
ことができる大きなチャンスであると考えています。
　長崎市といたしましては、現在直面する人口減少
というピンチを「力強い経済の再生」と「少子化対
策」の二つを車の両輪として取り組むことで克服し
たいと考えておりますので、法人会の皆様方におか
れましても引き続き長崎市政へのご理解とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。
　本年が皆様方にとりまして希望に満ちた輝かしい
一年になりますことを心からお祈り申し上げます。

新年のご挨拶

謹賀新年
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　会員一同心からお祝いを申し上げるとともに、今後ますますのご健勝とご活躍を
お祈りいたします。
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　九州北部税理士会長崎支部と共催で、福岡ソフトパンホークス前
監督の工藤公康氏を講師としてお招きし、１時間30分にわたり公開
講演会を開催しました。
　講演会冒頭は名古屋電気高校時代に甲子園で長崎西高校と対戦し
ノーヒットノーランを達成したお話で始まり大変盛り上がりました。
　プロ野球選手として大活躍後、福岡ソフトバンクホークスの監督
に就任。未来を見る力、監督としての準備とシミュレーションの大
切さについて熱く講演いただきました。会場には約400名の方にご
来場いただき、工藤氏の講演を熱心に聞いておられました。

「税を考える週間」公開講演会
公益社団法人 長崎法人会 共催

税を考える
週 　間 公開講演会

未来を見る力
～監督としての準備と
                  シミュレーション～

令和５年

11月15日

ホテルニュー長崎 ３F鳳凰閣

●略歴
1963年愛知県生まれ。1982年に名古屋電気高校（現：愛工大名電高
校）を卒業後、西武ライオンズに入団。以降、福岡ダイエーホークス、
読売ジャイアンツ、横浜ベイスターズなどに在籍し、現役中に14度の
リーグ優勝、11度の日本一に輝き優勝請負人と呼ばれる。実働29年の
プロ野球選手としてマウンドに立ち続け、2011年に正式に引退を
表明。2015年からは福岡ソフトバンクホークスの監督に就任。選手
時代には最優秀選手（MVP）に２回、最優秀防御率４回、最高勝率４回
など数多くのタイトルに輝き、通算224勝を挙げる。2022年の４月
からは筑波大学大学院の博士課程に進学し、スポーツ医学博士取得
に向け、研究や検診活動を行なっていく。

主催 九州北部税理士会 長崎支部 ・ 共催 （公社）長崎法人会

工藤公康氏
福岡ソフトバンクホークス 前監督

くどう　  　    きみや す

テーマ

日時

申し込み
方法

場所

参加には事前申し込みが必要です。
希望される方は参加申込書に必要事項をご記入の上、FAXまたは
長崎法人会ホームページよりお申し込みください。
定員に達した場合のみ、お断りの連絡を致します。

095-828-0419申込FAX送信先
（長崎法人会宛）

水

法人会は、税に関する活動で企業や社会に貢献している公益法人です。 https://www.n-houjinkai.or.jp/ 長崎法人会

15：00
  ～16：30

お問い合わせ先
九州北部税理士会 長崎支部

講師

九州北部税理士会長崎支部50周年記念

会員・非会員 参加人数　　　名

FAX　（　　　　　　）　　　　　　　ーTEL　（　　　　　　）　　　　　　　ー

住所　〒　　　　　ー

参
加
申
込
書

企業名

※日中連絡がとれる先

会員以外の方もご来場を
お待ちしております。

入場
無料

☎095-821-0600

講　師：　　　　　　 　　　工
く

 藤
どう

 公
きみ

 康
やす

 氏
テーマ：未来を見る力
　　　　〜監督としての準備とシュミレーション〜

【
長
崎
税
務
署
長
納
税
表
彰
】

松  

山  

賢
二
郎  

様

（
公
社
）
長
崎
法
人
会 

理
事

日
本
紙
工
印
刷
㈱ 

代
表
取
締
役
社
長

【
長
崎
税
務
署
長
感
謝
状
】

内   

田   

信   

吾  

様

（
公
社
）
長
崎
法
人
会 

理
事

㈱
イ
ン
テ
ッ
ク
ス 

代
表
取
締
役
社
長

福岡ソフトバンクホークス 前監督
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
を
迎
え
、
本
年
が
い
わ
ゆ

る
「
失
わ
れ
た
30
年
」
か
ら
の
脱
却
が

い
よ
い
よ
始
ま
る
年
に
な
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
失
わ
れ
た
30
年
」
の
間
の
ノ
ル
ム

　

お
よ
そ
30
年
前
に
「
平
成
バ
ブ
ル
」

が
崩
壊
し
、
一
部
の
都
市
銀
行
や
大
手

証
券
会
社
が
破
綻
し
た
金
融
危
機
を
経

て
、
日
本
経
済
そ
し
て
長
崎
県
経
済
も

い
わ
ゆ
る
「
デ
フ
レ
経
済
」
に
長
ら
く

陥
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
物
価
も
賃
金

も
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
こ
と
の
な
い
「
日

常
」
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
、
大
雑
把
に
言
っ
て
、
毎
年
、
企
業

は
価
格
を
据
え
置
き
、
そ
の
結
果
、
家

計
は
生
計
費
が
前
年
と
変
わ
ら
ず
、
賃

金
が
上
が
ら
な
く
て
も
前
年
並
み
の
生

活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
企
業
は
、
人
件
費
が
変
わ
ら
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
価
格
の
据
え
置
き

を
続
け
る
、
と
い
う
循
環
に
陥
り
ま
し

た
。
い
わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
イ
ン
フ
レ
の
ノ

ル
ム
（
社
会
規
範
）」
が
長
崎
県
を
含

む
日
本
全
国
に
行
き
わ
た
り
、
人
々
の

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
深
く
沁
み
つ
い
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

昨
年
は
物
価
の
上
昇
か
ら
賃
上
げ
へ

　

そ
れ
が
、
一
昨
年
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
等
の
影
響
に
よ
る
輸
入
物
価
の
高
騰

か
ら
国
内
物
価
が
上
が
り
は
じ
め
、
昨

年
は
賃
金
も
春
季
労
使
交
渉
の
結
果
で

は
30
年
振
り
の
高
い
伸
び
と
な
り
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
物
価
と
賃
金
の
プ
ラ
ス

の
循
環
が
働
き
は
じ
め
る
兆
し
が
窺
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

一
般
に
「
イ
ン
フ
レ
は
貨
幣
的
現

象
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
前
述

し
た
ゼ
ロ
イ
ン
フ
レ
・
ノ
ル
ム
か
ら
の

脱
却
、
す
な
わ
ち
、
人
々
に
深
く
沁
み

つ
い
た
「
物
価
も
賃
金
も
上
が
ら
な

い
」
と
い
う
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
転
換

は
、
過
去
10
年
間
に
実
施
さ
れ
た
相
当

大
規
模
な
金
融
緩
和
を
も
っ
て
し
て
も

こ
れ
ま
で
な
か
な
か
成
し
え
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
並
大

抵
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
日
本
経
済
そ
し

て
長
崎
県
経
済
も
、
輸
入
イ
ン
フ
レ
と

い
う
「
外
圧
」
か
ら
生
じ
た
国
内
イ
ン

フ
レ
に
よ
っ
て
、
岐
路
に
立
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
毎
年
、
企
業
は
価
格

を
緩
や
か
に
（
願
わ
く
は
前
年
比
で

２
％
程
度
）
引
き
上
げ
、
そ
の
結
果
、

家
計
は
生
計
費
が
緩
や
か
に
上
昇
し
、

少
な
く
と
も
前
年
並
み
の
生
活
を
続
け

る
た
め
の
緩
や
か
な
賃
上
げ
を
要
望
す

る
。
そ
し
て
企
業
は
従
業
員
の
生
活
を

考
え
て
賃
上
げ
に
応
じ
、
人
件
費
の
緩

や
か
な
増
分
を
価
格
に
転
嫁
す
る
、
と

い
う
「
日
常
」
が
や
っ
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
は
た
ま
た
ゼ
ロ
イ
ン
フ

レ
・
ノ
ル
ム
の
「
日
常
」
に
逆
戻
り
し

て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
年
の
展
望

　

先
ほ
ど
「
岐
路
」
と
述
べ
ま
し
た
よ

う
に
、
長
崎
県
経
済
が
今
年
辿
る
路

は
、
基
本
的
に
は
次
の
２
つ
の
い
ず
れ

か
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ

は
、
昨
年
も
一
昨
年
と
同
様
に
物
価
が

上
昇
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
年
も
昨

年
に
続
き
春
季
労
使
交
渉
の
結
果
な
ど

を
受
け
て
多
く
の
企
業
で
ベ
ア
を
含
む

賃
上
げ
が
実
施
さ
れ
る
、
と
い
う
路
で

す
。
こ
の
路
は
、
前
述
し
た
ゼ
ロ
イ
ン

フ
レ
・
ノ
ル
ム
か
ら
の
脱
却
に
向
か
う

も
の
で
す
。
賃
上
げ
は
少
な
く
と
も
労

働
者
の
や
る
気
を
阻
害
す
る
ブ
レ
ー
キ

を
取
り
除
き
、
願
わ
く
は
仕
事
へ
の
前

向
き
な
姿
勢
を
労
働
者
に
促
す
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
物
価
と
賃
金

の
プ
ラ
ス
の
循
環
が
続
け
ば
、
い
わ
ゆ

る
「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
経
営
あ
る
い
は

経
済
」
か
ら
の
脱
却
も
夢
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
う
え
で
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

や
研
究
開
発
投
資
（
新
商
品
開
発
）
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン
ド
力
な
ど

に
基
づ
く
マ
ー
ジ
ン
を
積
極
的
に
原
価

に
上
乗
せ
で
き
る
「
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
型

経
営
・
経
済
」
へ
の
転
換
の
兆
し
も
み

え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

も
う
一
つ
の
路
は
、
昨
年
の
仕
入
価

格
の
上
昇
や
賃
上
げ
等
を
販
売
価
格
に

あ
ま
り
転
嫁
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
今
年
の
賃
上
げ
の
た
め
の
原
資

を
確
保
で
き
な
い
企
業
の
数
が
相
当
数

に
上
り
、
賃
金
の
伸
び
が
県
内
総
じ
て

低
調
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
も
と
で
は
、
家
計
の
財

布
の
紐
が
締
ま
っ
て
し
ま
い
、
消
費
が

減
少
し
、
そ
れ
を
み
か
ね
た
企
業
も
値

日本銀行
長崎支店長  黒　住　卓　司

特別寄稿

令和６年の長崎県経済の展望
−「失われた30年」からの脱却の元年に−
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下
げ
に
転
じ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
結
果
、

企
業
収
益
が
低
下
し
て
し
ま
う
の
で
あ

れ
ば
、
設
備
投
資
が
低
調
に
な
る
や
も

し
れ
ま
せ
ん
。
行
き
着
く
と
こ
ろ
、
ゼ

ロ
イ
ン
フ
レ
・
ノ
ル
ム
が
は
び
こ
る

「
い
つ
か
来
た
道
」
へ
と
逆
戻
り
し
、

「
デ
フ
レ
経
済
」
の
罠
か
ら
な
か
な
か

抜
け
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
惧
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
２
つ
の
路
の
い
ず
れ
か
を
、

長
崎
県
経
済
が
今
年
辿
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
路

に
進
む
に
し
て
も
、
い
く
つ
か
の
リ
ス

ク
要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
最
た

る
は
、
海
外
経
済
の
減
速
に
よ
る
影
響

で
す
。
中
国
経
済
は
、
昨
年
10
月
の
Ｉ

Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
に
よ
る
世
界

経
済
見
通
し
で
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

長
引
く
不
動
産
市
場
の
低
迷
か
ら
減
速

が
鮮
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
欧
州

経
済
も
、
昨
年
第
３
四
半
期
（
７
～
９

月
期
）
に
お
け
る
ユ
ー
ロ
圏
の
経
済
成

長
率
が
マ
イ
ナ
ス
に
陥
る
な
ど
失
速
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
は
好
調
さ

を
保
っ
て
い
た
米
国
経
済
に
も
減
速
懸

念
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

海
外
経
済
の
減
速
が
県
内
企
業
に
及
ぼ

す
影
響
か
ら
の
下
振
れ
リ
ス
ク
が
顕
現

し
な
い
か
、
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

企
業
経
営
者
の
ご
英
断
に
期
待

　

長
崎
県
経
済
が
今
年
、
前
述
し
た
２

つ
の
路
の
い
ず
れ
に
進
む
か
は
、
ひ
と

え
に
企
業
経
営
者
の
皆
様
方
の
ご
決
断

に
懸
っ
て
い
ま
す
。

　

先
進
国
の
中
で
み
て
も
、
昨
年
よ
り

も
前
の
過
去
30
年
間
に
お
い
て
賃
金
が

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
、
わ

が
国
だ
け
で
し
た
。
こ
う
し
た
国
際
的

に
み
て
特
異
な
状
況
が
、
昨
年
10
月
に

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
世
界
経
済
見
通
し
で
示
さ
れ

た
「
わ
が
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生

産
）
が
昨
年
、
ド
イ
ツ
に
抜
か
れ
、
世

界
４
位
に
転
落
」
と
い
う
見
方
や
、
国

力
を
反
映
す
る
と
も
言
わ
れ
る
自
国
通

貨
の
減
価
（
円
安
）
の
背
景
の
一
つ
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
昨
年
や
昨
年
に
み
ら
れ
た
輸
入
物

価
の
高
騰
に
よ
っ
て
、
仕
入
価
格
が
高

止
ま
り
し
て
い
る
モ
ノ
も
確
か
に
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
賃
上
げ
の
た
め

の
原
資
が
確
保
で
き
な
い
と
い
う
経
営

者
の
方
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
し
か

し
、
こ
こ
で
奮
起
し
て
、
高
止
ま
り
し

て
い
る
仕
入
価
格
を
販
売
価
格
に
転
嫁

で
き
る
よ
う
粘
り
強
く
取
引
先
と
交
渉

す
る
な
ど
し
、
賃
上
げ
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
、
い
ま
空
前
の
人
手
不
足
に

あ
っ
て
企
業
が
事
業
を
続
け
て
い
く
唯

一
の
方
法
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
。
言
わ
ず
も
が
な
、「
人
財
」

な
く
し
て
企
業
の
存
続
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。

　

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
人
手
不
足
感

が
解
消
さ
れ
ず
、
労
働
市
場
は
売
り
手

市
場
、
す
な
わ
ち
、
企
業
よ
り
も
労
働

者
の
側
が
有
利
な
状
況
に
変
わ
り
は
な

い
で
し
ょ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
賃

上
げ
は
少
な
く
と
も
、
い
ま
雇
用
し
て

い
る
従
業
員
の
や
る
気
を
阻
害
す
る
ブ

レ
ー
キ
を
取
り
除
く
方
向
に
作
用
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
競
合
他
社
よ
り
も
高
い

賃
金
を
掲
げ
る
こ
と
は
、
転
職
が
一
段

と
活
発
に
な
っ
て
い
る
雇
用
情
勢
に

あ
っ
て
、
労
働
者
を
引
き
寄
せ
る
要
素

と
な
り
得
る
で
し
ょ
う
（
た
だ
し
、
そ

れ
だ
け
で
労
働
者
が
転
職
先
を
選
ぶ
と

は
限
り
ま
せ
ん
が
）。
そ
し
て
、
お
そ

ら
く
今
後
も
、
そ
の
よ
う
な
労
働
市
場

の
状
況
は
、
長
崎
県
の
生
産
年
齢
人
口

が
減
少
を
続
け
る
と
い
う
最
も
実
現
可

能
性
が
高
い
想
定
の
も
と
で
継
続
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ご
案
内
の
と
お
り
、
日
本
全
体
よ
り

も
速
い
ペ
ー
ス
で
人
口
減
少
が
進
ん
で

い
る
と
い
う
の
が
、
長
崎
県
の
30
年
以

上
前
か
ら
の
課
題
で
す
。
こ
う
し
た
課

題
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
度
々

ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
ガ
ソ

リ
ン
価
格
の
全
国
一
の
高
さ
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
生
計
費
が
高
い
水
準
に
あ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

点
か
ら
も
、
賃
上
げ
に
よ
り
県
民
の
所

得
が
向
上
し
て
い
く
こ
と
が
、「
人
財
」

の
県
外
へ
の
流
出
を
抑
制
す
る
ほ
か
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
に
つ
な
が
り
、

長
崎
県
の
将
来
を
見
据
え
て
も
重
要
な

こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い

て
、
昨
年
に
続
く
今
年
の
賃
上
げ
は
い

ま
現
在
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
前
述
し
た
Ｄ
Ｘ
や

研
究
開
発
投
資
が
促
さ
れ
る
こ
と
で
労

働
生
産
性
が
上
昇
し
、
県
民
所
得
が
一

段
と
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

一
昨
年
の
秋
に
西
九
州
新
幹
線
が
開

業
し
、
昨
年
の
秋
に
は
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ

新
館
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
し
て

今
年
の
秋
に
は
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ

テ
ィ
が
開
業
予
定
と
、
人
々
の
期
待
感

を
高
揚
さ
せ
る
イ
ベ
ン
ト
が
続
出
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
明
る
い
雰
囲
気

づ
く
り
が
続
く
な
か
、
本
年
の
賃
上
げ

に
関
す
る
企
業
経
営
者
の
皆
様
方
の
、

長
崎
県
の
現
在
そ
し
て
将
来
を
も
見
据

え
た
ご
英
断
を
期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

冒
頭
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
本
年
が

長
崎
県
経
済
の
「
失
わ
れ
た
30
年
」
か

ら
の
脱
却
が
い
よ
い
よ
始
ま
る
年
に
な

る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

略　　歴

黒
くろ

 住
ずみ

　卓
たく

 司
し

平成10年３月　東京大学大学院経済学研究科修士課程修了

平成10年４月　東京大学大学院経済学研究科博士課程進学

平成11年４月　日本銀行入行

平成17年12月　カーネギーメロン大学 Ph.D.取得

平成30年12月　日本銀行国際局国際調査課長

令和２年７月　日本銀行企画局政策調査課長

令和５年６月　日本銀行長崎支店長

（昭和48年12月21日生 50才）岡山県出身
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は
じ
め
に

　
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
で
は
令
和
５
年
９
月
23

日
か
ら
２
日
間
、
西
九
州
新
幹
線
開
業

１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
（
一
日
乗
り
放
題
の

き
っ
ぷ
）
を
着
た
多
く
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。（
写
真
１
）
ま
た
、
11
月
10

日
に
は
駅
ビ
ル
（
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
長
崎
）

の
新
館
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
な

ど
新
た
な
賑
わ
い
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。（
写
真
２
）

　

本
稿
で
は
、
長
崎
駅
周
辺
で
進
め
ら

れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
状
況
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り

　

長
崎
駅
周
辺
で
は
九
州
新
幹
線
西
九

州
ル
ー
ト
建
設
や
在
来
線
高
架
化
な
ど

鉄
道
事
業
を
契
機
と
し
て
、
平
成
20
年

に
ま
ち
づ
く
り
に
着
手
し
、
鉄
道
施
設

の
受
け
皿
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
宅

地
、
街
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の
基
盤
整

備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

い
な
さ
口
（
西
口
）
側
は
既
に
ま
ち
が

完
成
し
、
現
在
は
か
も
め
口
（
東
口
）

側
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

か
も
め
口（
東
口
）の
ま
ち
づ
く
り

　

か
も
め
口
（
東
口
）
で
は
、
稲
佐
山

や
浦
上
川
な
ど
の
景
観
と
ま
ち
の
活
動

を
つ
な
ぐ
象
徴
的
な
空
間
と
な
る
よ

う
、
駅
舎
か
ら
国
道
２
０
２
号
に
至
る

広
幅
員
の
歩
道
（
東
西
軸
・
幅
20
ｍ
）

と
雨
や
日
射
し
を
避
け
て
移
動
で
き
る

大
屋
根
（
ロ
ン
グ
ル
ー
フ
・
幅
10
ｍ
）

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
11
月
末
現
在
、

延
長
の
約
半
分
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
３
）

　

そ
の
北
側
（
図
１
右
側
）
で
は
、
新

幹
線
開
業
に
あ
わ
せ
暫
定
的
に
供
用
開

写真２- アミュプラザ長崎新館開業で賑わう様子

写真３- 長崎駅東口（国道側）の現状

写真１- 西九州新幹線開業１周年記念イベントの様子

長崎市まちづくり部長崎駅周辺整備室
室長  松　尾　英　幸

長崎駅周辺のまちづくり
−現在の整備状況−



（
公
社
）
長
崎
法
人
会
だ
よ
り

（
公
社
）
長
崎
法
人
会
だ
よ
り

（9）

始
し
た
交
通
広
場
の
完
成
に
向
け
た
整

備
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
西

軸
の
南
側
（
図
１
左
側
）
に
は
、
駅
利

用
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
市
民
に
と
っ

て
の
憩
い
や
活
動
の
場
所
と
な
る
、
大

型
イ
ベ
ン
ト
利
用
も
可
能
な
フ
ラ
ッ
ト

な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
た

広
場
（
多
目
的
広
場
・
約
５
、７
０
０
㎡
）

を
整
備
す
る
こ
と
し
て
お
り
、
そ
の
前

段
と
し
て
、
高
架
広
場
の
撤
去
後
、
国

道
の
南
北
に
架
か
る
歩
道
橋
を
つ
な
ぐ

新
し
い
歩
道
橋
（
南
北
接
続
デ
ッ
キ
・

図
２
）
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
の
整
備
も
令
和
７
年
度
内

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

大
黒
町
恵
美
須
町
線
の
整
備

　

長
崎
駅
周
辺
で
は
街
路
の
整
備
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
道
路
大

黒
町
恵
美
須
町
線
は
、
長
崎
中
央
郵
便

局
付
近
点
か
ら
国
道
２
０
２
号
旭
大
橋

東
口
交
差
点
に
至
る
延
長
約
１
１
０

ｍ
・
幅
員
約
26
ｍ
の
幹
線
街
路
で
す
。

本
路
線
の
起
終
点
部
の
交
差
点
は
朝
夕

を
中
心
に
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
が
発
生

す
る
と
と
も
に
歩
道
幅
員
が
狭
い
こ
と

か
ら
、
交
通
の
円
滑
化
及
び
歩
行
者
の

安
全
確
保
を
図
る
目
的
で
整
備
を
行
う

も
の
で
す
（
図
３
）。
現
在
、
用
地
取

得
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
11
年
度
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

長
崎
駅
東
通
り
線
の
整
備

　

都
市
計
画
道
路
長
崎
駅
東
通
り
線
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
交
差
点
（
西
坂
町
交
差
点
）

か
ら
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
付
近
ま
で
に
至

る
延
長
約
１
、２
４
０
ｍ
、
幅
員
11
～

17
ｍ
（
代
表
幅
員
14
ｍ
）
の
幹
線
街
路

で
す
。
起
点
か
ら
旧
幸
町
踏
切
付
近
ま

で
の
区
間
を
長
崎
市
、
そ
こ
か
ら
終
点

ま
で
の
区
間
を
長
崎
県
で
整
備
し
ま

す
。
全
区
間
が
北
向
き
１
車
線
（
一
方

通
行
）
と
な
り
ま
す
。
一
部
区
間
を
除

き
令
和
６
年
10
月
の
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム

シ
テ
ィ
開
業
に
間
に
合
う
よ
う
に
工
事

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
稲
佐
立
体
交
差
の
改
良
工
事
が
長

崎
県
に
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
整

備
に
よ
り
、
安
全
で
円
滑
・
快
適
な
車
・

歩
行
者
空
間
の
創
出
が
図
ら
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　

長
崎
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
西

九
州
新
幹
線
の
開
業
、
駅
ビ
ル
新
館
開

業
に
よ
り
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た

が
、
令
和
７
年
度
の
全
体
完
成
に
向
け

こ
れ
か
ら
も
工
事
が
続
い
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
長
崎
駅
周
辺
で
生
ま
れ
た

賑
わ
い
を
ま
ち
な
か
や
周
辺
地
域
に
波

及
さ
せ
る
た
め
の
施
策
も
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

図１- 長崎駅東口（国道側）の整備イメージ図（令和７年度末）

図２- 南北接続デッキの整備イメージ

図３- 大黒町恵美須町線　計画図

図４- 長崎駅東通り線　平面図
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長
崎
、
特
に
駅
周
辺
の
〝
１
０
０
年

に
一
度
の
大
変
革
〟
と
い
わ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
は
、
①
西
九
州
新
幹
線
・
②
在

来
線
高
架
化
・
③
長
崎
駅
周
辺
土
地
区

画
整
理
な
ど
公
共
事
業
に
よ
る
都
市
基

盤
の
整
備
を
、
そ
れ
ぞ
れ
①
50
年
・
②

30
年
・
③
20
年
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
を

か
け
て
多
く
の
方
々
が
尽
力
さ
れ
、
そ

の
積
み
重
ね
が
結
実
し
た
成
果
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
（
図
）。

　

こ
の
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る

２
０
２
３
年
11
月
10
日
、
新
し
い
長
崎

駅
ビ
ル
（
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
新
館
と
オ

フ
ィ
ス
）
が
無
事
に
開
業
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
（
写
真
１
）（
写
真
２
）。

こ
の
新
ビ
ル
の
完
成
に
よ
り
ア
ミ
ュ 

プ
ラ
ザ
本
館
･
Ｊ
Ｒ
九
州
ホ
テ
ル

（
２
０
０
０
年
開
業
）、
長
崎
街
道
か
も

め
市
場
（
２
０
２
２
年
開
業
）
を
併
せ

る
と
約
５
、０
０
０
名
が
働
く
新
し
い

エ
リ
ア
が
誕
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
エ
リ
ア
が
多
く
の
皆
さ
ま
へ

気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
憩
い
の
空
間
に
な
る
よ
う
、
一
昨
年

５
月
に
長
崎
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
推 

進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
（
表
）。

こ
の
協
議
会
の
目
的
は
「
西
九
州
新
幹

線
開
業
で
新
た
に
生
ま
れ
る
賑
わ
い
を

長
崎
市
全
体
に
波
及
さ
せ
地
域
内
経
済

の
循
環
に
よ
り
ま
ち
を
活
性
化
し
、
市

民
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い
く
た

め
、
長
崎
駅
周
辺
関
係
者
が
目
指
す
長

崎
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
将
来
像
を

共
有
し
、
協
働
し
て
〝
住
ん
で
よ
し
、

訪
れ
て
よ
し
、
働
い
て
よ
し
〟
の
未
来

に
繋
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ

と
」
で
す
。
協
議
会
の
目
的
で
あ
る
賑

わ
い
を
長
崎
市
全
体
に
波
及
さ
せ
る
た

め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
ど
う
す
れ
ば

地
域
内
経
済
の
循
環
が
生
ま
れ
長
崎
市

全
体
が
活
性
化
す
る
の
か
、
こ
れ
か
ら

１
０
０
年
後
も
長
崎
全
体
が
賑
わ
っ
て

い
く
た
め
に
何
を
や
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か･･･

　

今
か
ら
約
１
０
０
年
前
、
長
崎
港
と

上
海
を
結
ぶ
上
海
航
路
と
呼
ば
れ
る
国

際
航
路
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
長
崎
港

を
商
港
と
し
て
発
展
さ
せ
長
崎
経
済
を

活
性
化
す
る
た
め
に
地
元
が
国
に
請
願

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
当
時

は
、
現
在
の
出
島
ワ
ー
フ
付
近
に
長
崎

写真１写真２

ＪＲ長崎シティ

  赤　木　征　二

賑わうまちづくりのために必要なもの

～長崎駅周辺開発を起爆剤に～

図：長崎駅周辺
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港
駅
が
あ
り
、
連
絡
船
入
港
時
に
は
門

司
ま
で
の
急
行
列
車
が
運
行
さ
れ
、
東

京
や
大
阪
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
長
崎

全
体
へ
も
大
き
な
波
及
効
果
が
あ
っ
た

も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
今
回
新
し
く

な
っ
た
か
も
め
広
場
に
は
、
長
崎
港
駅

へ
繋
が
っ
て
い
た
長
崎
駅
２
番
線
の

レ
ー
ル
位
置
を
黒
い
石
で
残
し
て
い
ま

す
の
で
、
か
も
め
広
場
を
通
る
と
き
に

見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
（
写
真
３
）。

　

１
０
０
年
前
の
長
崎
発
展
の
起
爆
剤

と
し
て
上
海
航
路
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
西
九
州

新
幹
線
が
長
崎
経
済
発
展
の
た
め
の

〝
陸
の
上
海
航
路
〟
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
た
だ
、
船
や
新

幹
線
は
あ
く
ま
で
も
移
動
手
段
で
あ

り
、
移
動
す
る
た
め
に
は
〝
目
的
〟
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
な
つ
星
in
九
州
の
仕
掛
人
で
も
あ

る
大
先
輩
曰
く
、「
鉄
道
に
お
け
る
商

品
と
は
、
お
客
さ
ま
が
移
動
し
よ
う
と

思
い
立
っ
て
、
切
符
を
買
い
、
列
車
に

乗
っ
て
、
目
的
地
の
駅
に
着
く
ま
で
に

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
す
べ
て
」
で
あ

り
、
な
な
つ
星
in
九
州
を
ご
利
用
い
た

だ
い
た
お
客
さ
ま
の
う
ち
、
サ
ー
ビ
ス

に
感
動
し
た
方
の
多
く
の
方
が
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
は
、
国
際

観
光
都
市
を
標
榜
す
る
長
崎
が
〝
リ

ピ
ー
タ
ー
を
獲
得
す
る
た
め
に
必
要
な

も
の
〟
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

私
は
３
つ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
目
は
、
素
晴
ら
し
い
景
観
、
美

味
し
い
料
理
、素
敵
な
商
品
な
ど
の
〝
名

物
づ
く
り
〟
で
す
。
ま
ず
は
長
崎
を
旅

の
目
的
地
と
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
明

確
に
訴
求
で
き
る
動
機
づ
け
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
カ
ス
テ
ラ
も
さ
ま
ざ
ま

な
改
良
を
重
ね
、
味
は
も
と
よ
り
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
も
工
夫
を
凝
ら
す
な
ど
常
に

進
化
し
て
い
ま
す
。
長
崎
街
道
か
も
め

市
場
の
テ
ナ
ン
ト
の
皆
さ
ま
に
も
西
九

州
新
幹
線
開
業
に
併
せ
て
多
く
の
素
晴

ら
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
意
工
夫

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
る
い
は
魚

料
理
に
関
す
る
集
積
地
を
つ
く
る
こ
と

も
長
崎
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ふ
た
つ
目
は
、
我
々
一
人
ひ
と
り
の

〝
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
〟
で
す
。
せ
っ

か
く
長
崎
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
残

念
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
な
い
、
多
く
の

皆
さ
ま
が
心
地
よ
い
と
感
じ
る
雰
囲
気

づ
く
り
、
清
々
し
い
応
対
な
ど
、〝
あ
ふ

れ
る
笑
顔
で
旅
の
お
て
つ
だ
い
〟
を
長

崎
の
ま
ち
全
体
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
し

て
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も

大
事
で
す
。
私
自
身
、
顔
が
笑
っ
て
な

い
と
よ
く
言
わ
れ
る
の
で
、
口
角
を
上

げ
る
練
習
と
し
て
「
な
が
さ
き
ぃ
～
～
」

を
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

み
っ
つ
目
は
、〝
つ
な
が
り
、
連
携

す
る
こ
と
〟
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
ネ
ッ

ト
社
会
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
は
、

状
況
が
著
し
く
変
化
し
、
そ
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
で
き
な
い
と
間
違
い
な
く

衰
退
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
商
業
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
と
し
て
は
、
お
客
さ
ま
に
多

く
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
居
心
地
の
良

い
空
間
で
提
供
す
る
、
リ
ア
ル
空
間
を

前
提
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
１
０
０
年
後
は
、
上
海
航
路⇒

西

九
州
新
幹
線⇒

？
？
？　

ど
の
よ
う
な

大
変
革
が
起
き
る
か
私
に
は
想
像
で
き

ま
せ
ん
。
な
の
で
、
商
工
会
議
所
や
経

済
同
友
会
な
ど
を
通
じ
て
多
く
の
皆
さ

ま
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ

と
で
、
情
報
交
換
や
協
働
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
ア
ミ
ュ
プ
ラ

ザ
テ
ナ
ン
ト
会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

な
ど
エ
リ
ア
組
織
で
独
自
の
商
品
を
企

画
し
、
楽
し
い
取
り
組
み
を
実
現
す
る

こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

長
崎
の
各
エ
リ
ア
に
お
け
る
個
店
や

団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
独
自
の
商

品
づ
く
り
や
地
域
特
性
を
活
か
し
た
取

り
組
み
を
行
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と

で
、
エ
リ
ア
と
し
て
の
特
性
を
活
か
し

た
魅
力
が
高
ま
り
、
長
崎
全
体
と
し
て

連
携
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え

ば
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
多
く
の
魅
力

が
も
っ
と
も
っ
と
生
み
出
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
が
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
無
限
大

で
あ
り
、
新
し
い
長
崎
の
魅
力
の
ひ
と

つ
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
２
０
２
４
年
10
月
14
日
に
長
崎
ス

タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
が
開
業
す
る
の
を
、

長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
の
熱
烈
な
ブ
ー
ス
タ
ー

の
ひ
と
り
と
し
て
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
！

写真３

表：長崎駅周辺まちづくり推進協議会
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展示風景（長崎市役所ギャラリーウォール） 展示風景（浜屋ステップギャラリー）

第14回 「税に関する
　　 絵はがきコンクール」

応募総数� 936通
応募校� 35校

審査風景

諏訪小学校
萩原 優芽さん

長
崎
法
人
会
会
長
賞

長
崎
税
務
署
長
賞

仁田佐古小学校
下田 憂さん

ポスター掲示風景（アダチ産業）

ポスター掲示風景（森美工務店）

長
崎
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

桜町小学校
髙山 咲羽 さん
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大浦小学校
藤原 茉桜 さん

奨励賞

西海東小学校
坂口 聖龍 さん

奨励賞

畝刈小学校
芳本 美虹 さん

奨励賞伊良林小学校
赤澤 真咲 さん

奨励賞伊良林小学校
安田 千笑 さん

奨励賞

桜町小学校
志田 愛実 さん

奨励賞時津北小学校
川添かりん さん

奨励賞

長浦小学校
清水 琴美 さん

奨励賞 時津東小学校
浦馬場ちひろさん

奨励賞西浦上小学校
荻田明日香 さん

奨励賞西浦上小学校
渡辺 彩乃 さん

奨励賞西城山小学校
川本 夏海 さん

奨励賞

時津北小学校
宮内 さら さん

奨励賞

大浦小学校
末永 藍唯さん

奨励賞

時津北小学校
濵口倫大朗さん

奨励賞

長崎法人会青年部会長賞審 査 員 特 別 賞

上長崎小学校
坂口 志歩 さん

長浦小学校
岳本 桜 さん
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『
税
に
支
え
ら
れ
て
い
る

私
の
生
活
』

　
長
崎
市
立
長
崎
商
業
高
等
学
校

三
年　

杉
野
　
遥

　
「
マ
ン
ゴ
ー
、
届
い
た
よ
。」
と
母
が

私
に
嬉
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
た
。
沖

縄
旅
行
に
行
っ
て
い
な
い
の
に
な
ぜ
マ

ン
ゴ
ー
が
家
に
届
く
の
か
と
ふ
と
疑
問

に
思
っ
た
が
、
そ
の
答
え
は
沖
縄
県
豊

見
城
市
か
ら
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

返
礼
品
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
私
は
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て
名
前
だ

け
は
認
識
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
シ

ス
テ
ム
ま
で
は
完
全
に
把
握
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
納
税
と
い
う
行
為
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
享

受
で
き
る
こ
と
に
驚
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
些
細
な
こ
と
か
ら
税
金

に
興
味
を
持
っ
た
私
は
、
図
書
館
に
赴

き
税
金
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し

た
。
図
書
館
ま
で
は
バ
ス
移
動
す
る
必

要
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
日
は
「
長

崎
市
内
バ
ス
・
路
面
電
車
運
賃
無
料

デ
ー
」
の
た
め
無
料
で
移
動
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
長
崎
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、「
地
方
税
」
の
財
源
に

よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
後
々
知
っ

た
。

　

次
に
高
校
生
で
あ
る
私
自
身
の
お
小

遣
い
か
ら
納
め
て
い
る
消
費
税
の
用
途

に
つ
い
て
興
味
が
湧
い
た
。

　

二
〇
一
九
年
の
軽
減
税
率
制
度
の
実

施
に
よ
り
、
店
内
飲
食
し
た
場
合
に

は
、
消
費
税
が
一
〇
％
も
つ
く
よ
う
に

な
っ
た
。
私
も
友
達
と
外
食
す
る
際

に
、
従
来
に
比
べ
支
出
が
多
く
な
っ
た

た
め
、
し
ば
し
ば
懐
が
寂
し
い
と
感
じ

る
時
が
あ
る
。
だ
が
実
際
、
我
々
が
納

め
て
い
る
消
費
税
は
、
年
金
・
医
療
及

び
介
護
の
社
会
保
障
給
付
、
少
子
化
に

対
処
す
る
た
め
の
施
策
な
ど
に
充
て
ら

れ
て
い
る
。
私
は
幼
い
頃
か
ら
今
ま
で

医
療
費
助
成
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た

し
、
祖
母
は
、
介
護
保
険
の
お
陰
で
介

護
用
品
の
レ
ン
タ
ル
を
始
め
、
各
種
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
潤
沢
に
利
用
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
私
の
お
小
遣
い
か
ら
支
出

し
た
消
費
税
の
一
部
が
、
身
近
な
と
こ

ろ
で
役
立
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
な
ん

だ
か
嬉
し
い
も
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
令
和
五
年
度
予
算
の
消

費
税
の
税
収
は
二
三
・
四
兆
円
で
あ
る

一
方
、
社
会
保
障
四
経
費
（
年
金
・
介

護
・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
）
の
当
初

予
算
は
三
二
・
七
兆
円
に
の
ぼ
る
た
め
、

明
ら
か
に
税
収
が
足
り
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
少
子

高
齢
化
が
ま
す
ま
す
加
速
し
、
一
人
の

高
齢
者
を
ほ
ぼ
一
人
の
労
働
者
で
支
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
限
ら
れ

た
労
働
者
で
こ
の
「
少
子
高
齢
化
社

会
」
を
支
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
以

上
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
よ

う
、
社
会
福
祉
の
充
実
が
急
務
だ
と
い

え
る
。
私
が
負
担
し
て
い
る
消
費
税
は

微
々
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
将

来
は
全
国
民
か
ら
の
納
税
に
よ
っ
て
支

え
る
必
要
が
あ
る
と
実
感
し
た
。

　

消
費
税
に
お
い
て
は
、
マ
ン
ゴ
ー
の

よ
う
な
商
品
に
よ
る
還
元
は
な
い
が
、

将
来
的
に
社
会
福
祉
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

を
享
受
で
き
る
。
納
税
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
日
本
の
社
会
の
一
助
と
な
り
、

安
定
し
た
将
来
へ
の
投
資
で
あ
る
と
今

回
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
将
来
、

私
が
結
婚
し
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
際

に
は
、
税
金
に
感
謝
し
て
生
き
よ
う
と

思
う
。

 

『
伝
統
行
事
と
税
』

　
長
崎
女
子
商
業
高
等
学
校

三
年　

宮
城
　
咲
音

　

八
月
十
五
日
の
夕
方
。
あ
ち
こ
ち
か

ら
聞
こ
え
る
伝
統
行
事
特
有
の
銅
鑼
の

音
。
こ
の
日
は
、「
精
霊
流
し
」
が
行

わ
れ
た
。

　
「
精
霊
流
し
」
と
は
、
親
族
が
亡
く

な
っ
た
際
、
初
盆
で
そ
の
人
の
魂
を

弔
っ
て
送
る
行
事
の
こ
と
だ
。
盆
前

税
に
関
す
る
作
文

《�

福
岡
国
税
局
長
賞�
》

《�

長
崎
税
務
署
長
賞�

》

　

税
務
署
で
は
次
代
を
担
う
高
校
生
に
対
し
税
の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
税
に
関
す
る
作
文
」
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
数
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
受
賞
さ
れ
た
２
編
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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に
、
死
去
し
た
方
の
遺
族
が
「
精
霊

船
」
と
呼
ば
れ
る
船
を
手
作
り
し
、
そ

の
船
を
曳
い
て
町
中
を
練
り
歩
き
故
人

の
魂
を
極
楽
浄
土
に
送
り
出
す
。

　

私
も
、
小
学
六
年
生
の
時
に
精
霊
流

し
を
し
た
記
憶
が
あ
る
。
母
方
の
曾
祖

母
が
亡
く
な
り
、
精
霊
流
し
を
す
る
こ

と
に
な
り
、
私
は
銅
鑼
を
鳴
ら
す
係
を

し
た
。
そ
の
当
時
は
特
に
何
も
思
わ

ず
、
た
だ
流
れ
る
ま
ま
に
精
霊
船
と
一

緒
に
歩
い
た
。
そ
し
て
高
校
三
年
生
に

な
り
、
毎
年
の
恒
例
行
事
で
あ
る
精
霊

流
し
を
見
て
、
ふ
と
二
つ
の
こ
と
を
疑

問
に
思
っ
た
。

　

そ
れ
は
、「
精
霊
流
し
に
よ
っ
て
か

か
る
交
通
規
制
」
と
「
精
霊
船
の
際
に

通
る
道
」
は
ど
ち
ら
も
「
税
」
が
関

わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
だ
。

　

精
霊
流
し
は
、
普
段
利
用
し
て
い
る

県
道
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ

に
伴
い
、
そ
の
日
は
毎
年
交
通
規
制
が

か
か
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
地
域
ご
と

の
警
察
署
が
対
応
し
て
い
る
は
ず
だ
。

警
察
は
税
金
で
働
く
た
め
、
こ
れ
に
は

「
税
」
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
。
ま
た
、
精
霊
船
は
大
き

い
が
故
に
綺
麗
な
道
で
な
い
と
曳
く
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
の
道
を
整
備
し
、

綺
麗
に
保
ち
続
け
る
に
は
税
金
が
必
要

だ
。
し
た
が
っ
て
、
ど
ち
ら
の
疑
問
に

も
「
税
」
が
関
わ
っ
て
い
る
と
私
は
思

う
の
だ
。

　

し
か
し
、「
思
う
」
や
、「
考
え
る
」

だ
け
で
は
納
得
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
実
際
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
て
み
た
。
忠
実
に
そ
の
通
り
に
書
い

て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
私

が
考
え
た
こ
と
と
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る

内
容
が
載
っ
て
い
る
サ
イ
ト
ペ
ー
ジ
を

見
つ
け
た
。
や
は
り
、「
税
」
が
関

わ
っ
て
い
る
。

　

改
め
て
、
私
は
「
税
」
の
大
切
さ
に

気
付
い
た
。
今
ま
で
は
、「
税
」
と
聞

く
と
、
マ
イ
ナ
ス
な
面
ば
か
り
を
見
て

い
た
。
種
類
が
多
く
複
雑
、
消
費
税
が

高
い
、
収
入
に
満
足
で
き
な
い
な
ど

だ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
私
の
勉
強
不
足

で
あ
り
、
こ
う
し
て
今
私
た
ち
が
安
定

し
た
生
活
を
送
れ
て
い
る
の
は
「
税
」

が
あ
る
か
ら
だ
。「
税
」
の
全
て
を
理

解
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
未
来
の
た
め
に
も
し
っ
か

り
向
き
合
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

こ
と
で
も
あ
る
。

　

日
本
各
地
の
伝
統
行
事
が
こ
う
し
て

続
け
て
こ
れ
た
こ
と
は
、「
税
」
が
あ

る
か
ら
こ
そ
だ
と
思
う
。
私
は
、
長
崎

の
伝
統
行
事
は
大
好
き
だ
し
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
も
毎
年
足
を
運
ん
で
見
に

行
き
た
い
。

　
「
税
」
に
つ
い
て
考
え
、
普
段
の
生

活
や
身
近
な
も
の
に
目
を
つ
け
る
こ
と

で
、「
税
」
の
恩
恵
を
感
じ
た
。
こ
の

環
境
に
感
謝
し
、
私
も
納
税
者
に
な
っ

た
と
き
は
し
っ
か
り
と
義
務
を
果
た
し

て
当
た
り
前
の
日
常
を
次
世
代
へ
と
繋

げ
た
い
。
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第37回法人会全国青年の集い　山形大会

　令和５年11月９〜10日に山形市にて開催された第37回法人
会全国青年の集い山形大会に正副部会長を中心に12名で参加
して参りました。今回の目玉は九州北部法人会連合会の代表
として出場した佐世保法人会青年部会の租税教育活動プレゼ
ンテーションです。「地域がつながる 未来へつながる」とい
うテーマで大学生との共催による新たな租税教室を創出した
熱心な活動を発表し、結果、10局連11会の中で、なんと最優
秀賞を受賞されました！！　10日に開催された大懇親会におい
て長崎県連は仲間の祝勝で大いに沸き、山形県産の美酒に酔
いしれて、県連仲間との親睦を深めた楽しい全国大会参加と
なりました。

テーマ

★ くらしを支える税 ★

令和5年度「税を考える週間」

税
を
考
え
る
週
間
街
頭
Ｐ
Ｒ

　国民の皆様に、税についてより深く理解していただくため、国税庁をはじめ全国の国税局や税務署
では毎年 11 月 11 日から 17 日までを「税を考える週間」とし、各種の広報活動を行っています。
　長崎税務署管内においても各種の広報活動が行われましたので、一部ご紹介いたします。

第39回法人会全国大会　群馬大会

　第39回法人会全国大会が10月18日（水）、群馬県高崎市高崎

芸術劇場で開催され、全国から約1,500人が参集し当会からは

６人が参加しました。当日は、日本通信株式会社 代表取締

役社長である福田尚久氏による「好機到来」の演題で記念講

演が行われ、その後式典では令和６年度税制改正提言の報告

や、青年部会による租税教育活動の報告が行われました。
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会務日誌�（令和�5�年�9�月〜�5�年12月）

令和６年度 税制改正スローガン
〇 財政健全化は国家的課題。負担を先送りせず現世代で解決を！
〇 企業への過度な保険料負担を抑制し、経済成長を阻害しない社会保障制度の確立を！
〇 経済再生には中小企業の力が不可欠。健全な経営に取り組む企業に実効性ある支援を！
〇 中小企業は地域経済と雇用の担い手。本格的な事業承継税制の創設を！

　11月 18 日及び 12 月４日に永田吉朗税制委員会委員
長が西岡秀子衆議院議員ならびに鈴木史朗長崎市長を
訪問し「令和６年度税制改正に関する提言」を手渡し、
内容を詳細に説明しながらその実現に向け要望しまし
た。

令和６年度 税制改正に関する提言活動実施

11 月 18日　西岡衆議院議員 12月 4日　鈴木長崎市長

会議・事業名 開催月日 参加人数 テーマ・事業内容

理事会（第２回）
会員増強・福利厚生合同決起大会

5.  9.  6
5.  9.  6

51
57

各委員会からの報告、業務執行報告、全法連事務局次長研修会　他
合同決起大会

税務研修会（８回シリーズ）（６） 5.  9.  6 33 テーマ：交際費　講師：黒板　直人　税理士
税務研修会（８回シリーズ）（７） 5.  9.12 39 テーマ：寄附金　講師：黒板　直人　税理士
厚生委員会（第２回） 5.  9.13 19 令和５年度「全法連第１回厚生委員会」報告、保険協力会社の３社の推進状況報告　他
青年部会社会貢献委員会（第５回） 5.  9.13 9 令和５年度事業「LET's Go 社会科見学 陸上自衛隊おおむら」実施後意見交換会

女性部会公開文化セミナー 5.  9.15 17 テ一マ：地域の資源で地域の課題を解決する
講　師：一般社団法人ひとり親家庭福祉会ながさき　事務局長　山本　倫子　氏

税務研修会（８回シリーズ）（８） 5.  9.20 40 テーマ：法人税額の計算　講師：黒板　直人　税理士
広報委員会（第２回） 5.  9.21 9 広報紙「いしだたみ」令和６年１月１日号　編集会議
長崎税務署管内税務運営協議会総会 5.  9.22 18 令和４年度税務運営協議会決算報告について、令和５年度税務運営協議会予算案について
県内事務局長等会議（第１回） 5.  9.26 10 全法連令和５年度第１回全国県連専務理事等会議の報告について　他
税務研修会（４回シリーズ）（１） 5.  9.27 49 テーマ：消費税のあらまし、取引分類（１）　講師： 平川　吉輝　税理士
長崎間税会青年部役員会 5.10.  5 9 研修会・懇談会開催、新規会員加入勧奨について　他
絵はがきコンクール審査会 5.10.  5 9 選考委員：長崎市教育委員会、長崎税務署、長崎法人会役員
税務研修会（４回シリーズ）（２） 5.10.11 50 テーマ：取引分類（２）・納税義務　講師：平川　吉輝　税理士
長崎間税会組織委員会 5.10.12 9 令和５年度新規会員増強推進状況について　他
決算期別法人税等説明会（10・11・12月） 5.10.12 12 法人税の概要（法人税・源泉所得税・消費税）　講師：長崎税務署担当官
第39回法人会全国大会（群馬大会） 5.10.18 6 大会式典・記念公開講演会
税務研修会（４回シリーズ）（３） 5.10.20 45 テーマ：インボイス制度など　講師：平川　吉輝　税理士
長崎間税会長崎ブロック協議会 5.10.25 27 税務研修会開催、女性フォーラム広島大会参加、第13回定時連絡協議会開催　他
税務研修会（４回シリーズ）（４） 5.10.25 49 テーマ：納付税額の計算　講師：平川　吉輝　税理士
長崎優良申告法人会・青女部会合同研修会 5.10.26 43 テーマ：税務行政の現状と将来像 〜５万６千人の力〜　講師：長崎税務署長　尼崎　和朗　氏
中間監査 5.10.31 1 令和５年度中間監査　石橋文税理士事務所　石橋　文　税理士
税に関する絵はがきコンクール作品展示 5.11.  3 100 浜屋百貨店ステップギャラリー（11/3 〜 17）　長崎市役所19階ギャラリーウォール（11/18 〜 30）
組織委員会（第２回） 5.11.  8 9 令和５年度会員増強運動について　他
第37回法人会全国青年の集い（山形大会） 5.11.  9 11 大会式典・記念講演会
税制改正提言 5.11.10 2 令和６年度税制改正提言書提出先　長崎市議会議長　毎熊　政直　氏
女性部会「社会貢献活動」 5.11.13 15 「税を考える週間」PR　税に関する資料街頭配布：税務署チラシ、間税会チラシ、ゴミ袋、ティッシュ
九州北部税理士会長崎支部50周年記念
税を考える週間記念公開講演会（共催） 5.11.15 365 テーマ：未来を見る力　〜監督としての準備とシミューョン〜　講師：工藤　公康　氏

税制改正提言 5.11.18 2 令和６年度税制改正提言書提出先　衆議院議員　西岡　秀子　氏
女性部会視察研修旅行 5.11.20 15 丸協食産、長崎豊味館、梅ヶ枝酒造視察　他
令和５年分 年末調整説明会（リアル）
　　　　　 〃 　　　　　　（オンライン） 5.11.21 110

84 講師：長崎税務署、長崎市役所担当職員

税に関する絵はがきコンクール表彰式 5.11.  7
〜 11.29 8 上位５賞受賞者訪問（諏訪・仁田佐古・桜町・長浦・上長崎小学校）

長崎間税会青年部研修会・懇談会 5.11.28 26 テーマ：インボイス制度の概要　講師：長崎税務署統括国税調査官　田川　和也　氏
税制改正提言 5.12.  4 2 令和６年度税制改正提言書提出先　長崎市長　鈴木　史朗　氏
女性部会役員会 5.12.  5 11 税務研修会開催、第18回女性フォーラム広島大会参加、第13回定時連絡協議会開催　他
新設法人説明会 5.12.  7 33 新設法人に対する税に関する説明会　講師：長崎税務署担当官
長崎間税会理事会（第３回） 5.12.  8 26 収支状況、新規会員勧奨推進状況　他
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長崎支社/
長崎県長崎市桜町5-3（大同生命長崎ビル4F）
TEL 095-826-0161

長崎支店/
長崎県長崎市桜町5-3（大同生命長崎ビル3F）
TEL 095-828-0881
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